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丁el

ma‖

に
乗

っ
て
も
ら
い
、
リ
フ
ト
カ
ー
の

乗
り
降
り
を
体
験
し

て
も
ら
う
こ
と

ジ

を
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
１２
月
６

キ

日

（土
）
に
は
、
小
学
生
を
対
象
に

丼

車
い
ず
で
原
町
田
に
あ
る

「
七
福
神
」

一‐

め
ぐ
り
を
計
画
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
有

そ

の
ほ
か
、
地
域

に
出
向

い
て
車

ゾ

い
ず
操
作
講
習
を
行

っ
て
い
ま
す
。
　
　
マ

ひ
と
り
で
も
多
＜

の
方

に
参
加
し

り．

て
い
た
だ
き
、
町
田
ハ

ン
デ

ィ
キ
ャ

フ

ブ
友

の
会

の
活
動
を
盛
り
上
げ

て
い

ァ

た
だ

き
た
い
と
思

っ
て
あ
り
ま
す
。
　
Ｗ

こ
れ
か
ら
も

「
移
送
サ
ー
ビ

ス
事

市
´

業
」

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
運
営
」

旧

「
地
域
密
着
活
動
」
を
通
じ

て

「
福

日

祉

の
ま
ち
づ
＜
り

の
推
進
」
を
図

っ

て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
ご

支
援

・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
＜
お
願
い

し
ま
す
。
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活

動

報

告

◎
車
い
す
×
宝
さ
が
し

８
月
１０
日

（
日
）
、
町
田
市
役
所

福
祉
総
務
課
主
催
の

「車
い
ず
に
の
っ

て
宝
さ
が
し
を
し

て
み
よ
う
」
が
町

田
市
役
所

で
開
催
さ
れ
、
町
田
ハ

ン

デ

ィ
キ
ャ
ブ
友

の
会

の
理
事
や
運
転

手
等
が
協
力
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
小
学
生
と
保
護
者
の
方
々

は
、
福
祉
総
務
課

の
職
員
か
ら

「
心

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」

に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
後
、
車

い
す

の
取
扱

い
や

操
作
方
法
な
ど
を
町
田
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ｕＲＬ

ブ
友
の
会
の
職
員
か
ら
実
技
を
交
え

て
学
び
ま
し
た
。

車
い
す
の
操
作
方
法
を
学
ん
だ
後
は
、

実
際
に
車

い
ず
に
乗

っ
て
、
町
田
市

庁
舎
内

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備
を
回

り
、
各
ポ
イ

ン
ト

で
ク
イ
ズ
に
答
え
、

キ
ー
ワ
ー
ド
を
集
め
な
が
ら
、
バ

リ

ア
フ
リ
ー
を
身
近
な
も

の
、
必
要
な

も

の
で
あ
る
と
感
じ

て
も
ら
い
ま
し

た
。
参
加
者

は
ず
べ

て
の
キ
ー
ワ
ー

ド
を
集

め
、
最
後
に
お
宝
を
ゲ

ツ
ト

し
、
思

い
出

に
残

る
夏
休
み
の

一
日

と
な

っ
た
よ
う
で
す
。

◎
避
難
輸
送
訓
練

１０
月
１１
日

（土
）
、
町
田
市
や
町
田

市
社
会
福
祉
協
議
会
、
小

田
急
交
通

南
多
摩
株
式
会
社
お
よ
び
関
係
団
体

の
合
同

で
、
避
難
輸
送
訓
練
行
び
堺

地
区

（相
原
町
）

で
行
わ
れ
事
務
局

長
と
運
転
手
１
名
が
参
加
し
、
災
害

時

に
お
け
る
当
会

の
役
割
を
確
認
し

ま
し
た
。

多
摩
地
域
直
下
地
震
を
想
定
し
、

一
沢
避
難
施
設
か
ら

二
次
避
難
施
設

（
※
）

へ
の
避
難
輸
送
を
す

る
訓
練

で
す
。

（
※
）
町
田
市

で
は
、
コ
体

障
害
者
手
帳
１
級
及
び
２
級
、
愛

の

手
帳
１
度
及
び
２
度
、
介
護
保
険
認

定
要
介
護
３
以
上

の
方
を
、
避
難
行

動
要
支
援
者
と
位
置
付
け

て
い
ま
す
。

そ

の
中

で
災
害
時

に
小
中
学
校
等

の

避
難
施
設

で
生
活
が
困
難
な
方
を

二

次
避
難
施
設

（指
定
福
祉
避
難
所
）

で
受
け
入
れ
ま
す
。

◎
昭
薬
祭
　
車
い
ず
体
験
会

１０
月
２５
日

（土
）
、
昭
和
薬
科
大
学

の
学
園
祭

「
昭
薬
祭
」
内

に
お
い
て

行
な
わ
れ
た

「車
い
ず
体
験
会
」
に
、

理
事
や
運
転
手
が
協
力
し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
車
い
ず
利
用
者
の

視
点

に
立
ち
、
不
便
さ
や
工
夫
を
体

感
す

る
こ
と
で
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
重
要
性

を
理
解
す

る
目
的

で
行
な
わ
れ
、
参

加
し
た
学
生

に
は
実
際
に
構
内
を
車

い
ず

に
乗

っ
て
移
動
す

る
こ
と

で
、

日
常

に
様

々
な
バ
リ
ア
が
あ

る
こ
と

を
実
感
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
リ
フ
ト
カ
ー
の
リ
フ
ト
操

作

の
体
験
も
あ
わ
せ
て
行
な

い
ま
し

た
。車

い
ず
体
験
終
了
後
に
は
、
町
田
市

役
所
福
祉
総
務
課
な
ら

「
心

の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
」

に
関
す

る
話
も
あ
り
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
や

ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ

ザ
イ

ン
の
理
解
が
深
ま

っ
た

一
日
と

な
り
ま
し
た
。
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屋上へ出るための昇降機を体験

車いすの扱い方のレクチャー

市役所入口には音 案内があります

無事に二次避難所へ送 り届けました
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ドライバーのつれづれ

暑さも治まり秋の行楽シースンが到来、旅行 |こ

出ようと思っていても躊躇 してしまう。同級生ら

と昨年の秋、そんな話をしている中で、「皆が動

|する内 |こ行こうではないか。」と話が纏まり、今

年の 3月、 4人で鹿児島県へ行きました。往復新
幹線で 2泊 3日の旅行でした。
指宿温泉での砂風呂を体験し、霧島神宮や鹿児

島市内観光もしました。但 し、天候不順で雨 |こ降

られたり、桜島が半分雲 |こ隠れ全体が見られず残

念なこともありました。
4人とも初めての鹿児島、九州新幹線だったの
で思い出|こなりました。「来年も何処か|こ行こう。」

と約束をして解散しました。

私にとつては、とても良いリフレッシュとなり

ました。 ドライバーを始めて 5年と半年 |こなりま
す。毎回安全運転を心掛けておりますが、年齢を

重ねるごと |こ衰えを感じます。これからも利用者

の皆様 |こ安全で安心していただけるよう |こ気分転

換を図り、 1建康 |こ留意 し送迎運転 |こ努めてまいり

ます。

柏本 昌和

◎
ま
ち
カ
フ
ェ

ーー
月
２９
日

（土
）
、
第
１９
回
町
田
市

市
民
協
働

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル

「
ま
ち

カ

フ
ェ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

１

４
０
を
越
え
る
団
体
が
参
加
す

る
、

町
田
最
大
規
模
の
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

町
田
ハ

ン
デ

ィ
キ
ャ
ブ
友

の
会
も

町
田
市
役
所
を
会
場

に

「
車

い
ず

の

に
乗

っ
て
リ
フ
ト
カ
ー
を
体
験
し
よ

う
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
車

い
ず
対

応

の
リ
フ
ト
カ
ー
の
展
示
お
よ
び
体

験
を
行
な
い
ま
す
。
入
場
無
料

で
す

の
で
、
ぜ
ひ
足
を
あ
運
び
＜
だ
さ
い
。

ま
た
、
１２
月
６
日

（土
）
に
は
、

ま
ち
カ
フ
ェ
の
イ
ベ

ン
ト
の

一
環
で
、

小
学
生
を
対
象
と
し
た

「
車

い
ず

で

冒
険

―
原
町
田
七
福
神
め
ぐ
り
」
も

開
催
ず
る
予
定
で
す
。
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***探 しています ***
7/14にご依頼人欄未記入の振込が、

町田つ<し野郵便局からありました。

おノb当たりの方は、お知らせ<ださい。
内容 :利用会員費3,000円

年
会
費

の
お
振
込
み

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た

土
円
コ
相
　
　
｛出
主
大

我
妻
あ
ゆ
み

薄
井
ヨ
シ
子

内
田
　
芳
子

海
野
美
代
子

園
林
か
お
る

岡
田
　
侃
士

尾
崎
　
新

葛
城
　
正
敏

神
戸
　
洋
介

栗
原
亜
紀
子

後
藤
　
利
恵

鈴
木
　
淳
雄

鈴
木
　
澄
子

高
梨
　
和
子

田
中
　
早
苗

田
中
　
弘
俊

都
世
子
菊
子

中
川
　
栄

一

長
嶋
　
優
子

堀
留
　
辰
子

丸
山
奈
穂
子

藪
崎
　
哲
生

安
田
美
登
里

山
崎
　
直
子

（敬
称
略
）

正
会
員

利
用
会
員

賛
助
会
員

秋
山
　
哲
男

ウ

イ
ズ
町
田

な
な

い
ろ

梅
元
　
三
佳

小
川
　
信
雄

神
谷
　
聡

後
藤
美
智
子

高
橋
　
玲
子

中
村
　
理

平
塚
　
陽

一

広
崎
さ
よ
子

吉
浦

三
知
子

下
川
満
里
子

下
村
　
健

一

鈴
木
　
正

相
馬
　
恒
夫

高
橋
池
鶴
子

松
本
　
光
明

宮
前
　
武
夫

湯
川
　
司

渡
部
　
忠
宣

渡
辺
　
宏
明

五
野
井
　
博

西
村
　
絢
子

弥
生
章
夫
廣
美
路
加
一
三
武
生
金
次
輝
雄

百
合
子

境 小 小 加 川 今 井 石 阿

峰 竹 藤 上 村 上 井 部

，
．
■
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ナナナデ鶏りけ シリーズ。ことば ナ郷攣姜狩サナ

Nabe。

…だが

たどり着 くべき墓標は

未だ

はるか彼方だ

そうして

やがて

“旅 "と いう漢字が
圭けなくなったとき

ぼくのなかの

すべての旅は終わる

ある日突然

“し"と いつ漢字が

書けなくなった

“ぽえむ"と いう

あの漢字である

ある日突然

“みち"と いう漢字が

書けなくなった

“ロー ド"と いう

あの漢字である

旅の途中で-2
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◎
会
費
納
入
の
あ
願
い

町
田
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
友
の
会
は
、

皆
様
の
会
費
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
会
費
未
納
の
方
は
、
お

振
込
み
願
い
ま
す
ｏ

◎
年
末
年
始
の
運
行
に
つ
い
て

年
末
年
始
は
１２
月
３０
日
～
１
月
３

日
ま
で
運
行
が
あ
休
み
で
す
。

（事
務
所
は
１２
月
２７
日
～
１
月
４
日

ま
で
あ
休
み
で
す
）

“
饉
■
″ヽ

後藤 美智子 様

紙面 |こて

お礼申し上げます。

誠 |こありがこう

ございました。

´ゞ
[メヨノマ十
C_てコ
~|」

《編
集
後
記
》

月
日
は
百
代

の
過
客

に
し

て
、

行
き
か
ふ
年
も
ま
た
旅
人
な
り

（奥
の
細
道

―
―
松
尾
芭
蕉
）

暮
れ

て
行
く
年

の
瀬

に
向
か

う
折

々
に
は
、
決
ま

っ
て
脳
裏

に
浮
か
ぶ

一
節
で
あ
る
。

た
だ

に
過
ぎ

て
行

っ
て
し
ま

う
時
間
、

ふ
と
我

に
か
え

っ
て

足
も
と
に
目
を
お
と
し

て
み
る

と
、
地
球
全
体
が
干
涸
び

て
し

ま
う
ほ
ど

の
異
常
な
温
暖
化
、

終
わ
り

の
見
え
な

い
戦
争
、
そ

こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
飢
餓
…
。

記
憶

の
扉
に
残
し
た
ま
ま
、
す

で
に
忘
却

し
て
し
ま

っ
た
救

い

難
く
哀

し

い
限
り

の
な

い
時
間

が
横
た
わ
る
。

が
、
少
し
気
を
取
り
直

し
て

イ
キ

ャ
ブ

ー

ー

た

こ
の
１
年

に

み
る
と
、

年

々

が
ら
、　
さ

ら

な

た

め

に
取

り
組

―

マ
ッ
プ

の
作

ン
サ
ー
ク

ル
Ｒ

献
事
業
、

在
宅

者
支
援
等

々
、
ま

っ
す
ぐ
に
背

す
じ
を
伸
ば

し
て
前
を
向

い
て

歩

ん
で
行
け
る
、
幾

つ
も

の
笑

顔
と
幾

つ
も
の
希
望
が
あ
る
。

…
や
が

て
せ
り
が
や
の
森
も
、

そ

の
衣
を
少
し
ず

つ
た
そ
が
れ

色

に
染

め
変
え

て
行
く
季
節

で

あ
る
。
（Ｎｏじ
，〓
月
・広
報
子

一
同
）

の¬ り報 をを歩“
社パア提拡馳みハ

会 ソフ供 げせ残 ン

貢 コ リのなて しデ

高
L成
むる規思 "

齢等
°バ情模 いが
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